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V. 財賀寺で採集されたハムシ系斗標本

（図版説明）

ここに図示した標本写真は採集品の一部 であ

るが ， 必ずしも 稀な種ではなく ， 財賀寺に生

息する代表種ということで取りあげた。

A. ヒゲナ ガルリマルノミハムシ 。(8-VI.

'77)極くふつう種で個体数も多くよく目に付

く。 B. キクビアオハム 、ン(8-V.'77)山頂

付近で得られるが多くない。 c. カクビロト

ゲハム 、ン（17-V.'78)暖帯常緑林地帯に見

られる種。 ビ ー ティングでよく採集される。

D. セモソジン ガサハム 、ン(8-Vl.'77)サク

ラ類から得られるが多くない。 E. クロボ 、ン

ッツハム 、ン(17-V.'78)ハンノキ類に普通。

F. ミゾハギハム 、ン(7-VII.'87)本種は 北海

道・ 本州・シベリア・ ヨ ー ロ ッパに分布する

旧北区系。 G. アカガネ サルハム 、ン(17-V.

'78)金緑色の 美しい種であるがふつう見られ

る。 H. リンゴコフキサルハム 、ン (10-VI. '

78) ここでは この1頭が得られたのみ。 I.

ッバキコブハムシ(28-VI.'87)ふつうに産

する。 J. アトボ 、ンハム 、ン (28-IV.'80)ふ

つうに産する。 K. チビカサハラハム 、ン(10-

IV.'77)観音寺周辺に多い。 L. カサハラハ

ム 、ン(4-X.'87)この1頭が得られたのみ。

M. ルリクビボソハムシ(8-V.'77)珍しI,ヽ

種ではないが ， ここでは少ない。 N. キベリ

クビボソハムシ(8-V.'77)三河地方の記録

としてもきわめて稀な種。 0. ヤマイモハム
、ン (17-V. '78)いたるところでふつうに見

られる。 P. コカミナリハムシ(8-V.'77)

ふつうの種だが標本は これのみ。 Q. マダラ

アラゲ サルハム 、ン (23-IV.'79)極くふつう

の種。 R ．
ョッボシハム 、ン(8-V.'77)特長

ある美し種。 ややふつうに産する。 s. キバ

ネマルノ ミハム 、ン (26-V. '78)極くふつう

に見られる。 T. フジハム 、ン (10-IV. '77)

ふつうに産する。 u. キアシルリッツハム 、ン

(26-V.'78)山頂付近で得られる。 個体数

も少なくない。
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A, オオサビコメッキ；B, ヒラタクシコメッキ；C, ヒメオオナガコメッキ

14) Melanotus correctus Candeze

ヒラタクロクシコメッキ

7 -VI, 87 (1)。 山林性の普通種である。

15) Melanotus senilis Candeze

クロクシコメッキ

22-VI, 86 (1)。 農耕地周辺の雑木林に多い種

である。 ここでは今回が最初の記録である。

16) Melanotus (Kensakukulus) erythropygus

Candeze 

コガクノクシコメッキ

22-VI, 86 (1) ; 7 -VI, 87 (1)。 山林性の普通

の種である。

17) Elater (Nipponoelater) kometsuki Kishii

ヒメオオナガコメッキ（図， C)

2-VID,87(2)。今までオオナガコメッキとされ

ていたものに2種混在していることがわかり，

その一 方のに上記の名前がつけられた。 体はや

や小形で， 翅端部が強く針状に突出しないこと

で識別できる。 愛知県ではここが最初の記録で

ある。 燈火採集で得られた。

18) Silesis musculus Candさze

クチブトコメッキ

28-VI, 87 (1)。 各地に分布しているが， 財賀

寺からはこれが最初の記録である。

財賀寺から 20 種のコメッキム、ン類が記録さ

れ， ここの本科の大要が明らかになった。 ここ

で特徴的なのはムラサキヒメカネコメッキやヒ

ラタクシコメッキが多く見出されることであ

る。 今後も引続き調査をして行き， より詳しい

分布相を明らかにして行きたいと思う。

財賀寺のコメッキム、ン関係の文献は以下のよ

うである。

山崎隆弘（ 1978) 三河の甲虫雑報（ 2), 豊）II

市財賀寺での採集報告。 三河の昆虫， 20:

77~8 0。

(1979)ムラサキヒメカネコメッキ豊

川市で採集。 虫譜， 17 (2) : 31。

大平仁夫（1985) 山崎隆弘氏採集の三河地方

の コ メ ッ キ ムシ。 三河 の 昆 虫， 32

17 0~ 178。
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でヤブッバキ， ミカン， グミ等や灌木上での確

認は報じられていたが， 夜問燈火にくることは

知られていない。 偶然かもしれないが初めての

ように思われる。

財賀寺のテントウムシ科

1987年と過去に採集したものではあるが， こ

こに報告する。
尚， この報告にあたり， 心よく資料提供を下

さった山崎隆弘氏に厚くお礼申し上げる。
1 . バイゼヒメテソトウ Scymnus contemtus 

(WEISE) 

28-IV, 1980 (1) 山崎。4- X, 1987 (1) 山

崎。
2 .  コクロヒメテ ‘ノトウ Scymnus posticalis 

SICARD 
28-IV, 1980 (4) 山崎。5-X, 1987 (1) 照

井。
3 . アミダテ ‘ノトウ Amida tricolor (HAR

OLD) 
17-IV, 1977 (1) 山崎。 文献記録鸞17-V,

1978 (1) 山崎。 文献記録 2)。27 - IX, 1978 (9)

山崎。3-V,1979 (2) 照井。23-IV, 1979 (1)

山崎。28- X I, 1987 (1) 照井。

4. ョ ッボジテ ‘ノトゥ Phymatos ternus

lewisii (CROTCH)
27-IX, 1978 (1) 山崎。10-V,1981 (1) 山

崎。5- IX, 1987 (3) 照井。
5. ヒ メ アカホシテ ント ウ Chilocorus

kuwanae (SIL VEST RI)

10-VI, 1978 (2) 山崎。3-V,1979 (1) 照

井。
6. ベニヘリテソトゥ Rodolia limbata (MOT・

SCHULSKY)
27 -IX, 1978 (1) 山崎。3-V,1979 (1) 照

井。
7. アカイロ テ ント ゥ Rodolia concolor

(LEWIS)

照 井 正 康

10-VI, 1978 (1) 山崎。

8 . ヒメカメノコテントゥ Propylea japonica 

(THUNBERG) 

3-V, 1979 (2) 照井。
9 . ム ー アシロホ 、ンテントウ Calvia mum 

(TIMBERLAKE) 

10-V, 1981 (1) 山崎。

10. ナミテ ｀ノトゥ Harmonia血yoidis (PAL・

LAS)

28-XI, 1987 (2) 照井。
11. クリサキテソトウ Harmonia yedoensis

(TAKIZAWA)

3-V, 1979 (1) 照井。
12. キイロテントウ Illeis koebelei TIMBER

LAKE
17-V,1978(1) 山崎。3-V, 1979(1) 照

井。22-VII, 1979 (2) 照井。

a
アミダテントウ

〔参考引用文献〕
1 )山崎隆弘（1977), 豊川市財賀寺での採集

報告。 三河の昆虫， 20: 78 

2)山崎隆弘(1978), 三河地方で採集した珍

しい甲虫（その3)。 三河の昆虫， 21 : 81 
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だきました。 また， 大平仁夫先生には， 本文を

まとめるにあたり有益なご助言をいただきまし

た。 この楊を借りて， 両先生に深く感謝いたし

ます。

文 献

1 )杉坂美典（1985)岡崎市の蝶類 新編岡崎

市史 自然14 : 988~989 , 1008. 
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ドVol. 2 No. 6 : 24~27. 
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4 )豊田昆虫友の会(1985)豊田の昆虫II 猿

投山のチョウ：50.
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安城市産コムラサキ、 いずれも桜井町産

左上：黒化型子、 左下：同辛、 右上：褐色型子、 右

下：同辛
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三河地方で採集した甲虫

(2種）

照 井 正 康

筆者は， 三河地方では比較的めずらしい甲虫

を採集したので， ここに報告する。

1. ス ギカミキリ Semanotus japonicus 

(LACORDAIRE) 

幸田町深渦 20- IV, 1980 (1). 

杉の木に静止していたのを得る。

2. アオマダラタ マ ムシ Nipponobuprestis

amabilis (SNELLEN V ANVOLLENHOVEN)

御堂山 15- VI, 1980 (1).

飛来してきたものを得る。 最近の報告では

浅岡孝知氏が1986年に船着山より採集して

しヽる。・

B

図1 A. スギカミキリ B. アオマダラタマムシ

〔参考引用文献〕

浅岡孝知 （1986), 船着山の甲虫類（タマム

シ科）， 三河の昆虫， 33 : 207.
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トウキョウトラカミキリを

豊田市で採集

河 路 掛 吾

筆者は愛知県において記録の少ないトウキョ

ウ ト ラカ ミ キリChlonophorus yedoensis

(Kano)を採集したので報告する。

1987年1月17日に豊田市元山中でクヌギの

枯れ枝（直径約10cm)の材心付近でカミキリ類

の幼虫を認め， 食樹共に持ち帰り管理したとこ

ろ次のように羽化脱出した。

lEx. 22- III-1987. 

(〒486 春日井市勝川町2 -1576) 

トウキョウトラカミキリ

マスダクロホシタマムシが

ツガより羽脱

河 路 掛 吾

筆 者 はマ ス ダ クロホ 、ンタ マ ム 、ンOvalisia

vivata (Lewis)をッガより羽脱させた。本種はス

ギ， ヒノキで見つかるがッガの少ない愛知県に

おいて珍しい事と思うので報告する。

1986年3月 9日に愛知県豊田市猿投山にお

いてツガの枯れ枝 （直径約40mm)樹皮下でタ

マム 、ン科幼虫を見つけ材と共に持ち帰り飼育し

た。 結果1986年5月 28日にマスダクロホシタ

マム 、ンが1頭羽化脱出した。

ヒメタイコウチの採集例

河 路 掛 吾

筆者はこの地方では珍しいと思われるヒメタ

イコウチNepa hoffmanni Esakiを採集してい

るので報告する。

1. 17-1-1987, 12Exs. 豊田市元山中。

水路（水深約1 cm)の石の下， 草の下で採

集したがタイコウチも数頭見られた。

2. 17-1-1987, 8Exs. 東加茂郡足助町井の

ロ。

水路（水深約50cm)に草が大量にあったので，

道路面上にあげて調べるとカエル， イモリ，

タイコウチ， ミズカマキリと共に見られた。

安城市でミヤマチャバネセ

セリを採集

小 鹿 享

ミヤマチャバネセセリPelopidas jansonis

BUTLERの県内低地での採集記録は少ないよ

うである。 筆者は安城市村高町の矢作川堤防に

おいて， 本種を採集しているので報告する。 ク

サギの花で吸蜜していた1早と， その根元の草

の上にとまっていた1 rl1を採集した。 この日は

堤防の周辺にイチモンジやチャバネなどの褐色

セセリ類が多数飛んでいたが， 他には本種を確
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認できなかった。

25-Vlll-1987 1 c?', 1早 安城市村高町矢

作川堤防 ．

ミヤマチャバネセセリ 左：辛裏面、 右：ク裏面 

作手村でクロコノマチョウ

を採集
小 鹿 享

筆者は愛知県南設楽郡作手村にある安城市作

手高原野外センタ ー 敷地内で， クロ コノマチョ

ゥMelanitis phedima oitensis MATSUMURA 

を採集しているので報告する。

クヌギでクテハ類やマメキ 、ンクバなどに混じ

り樹液を吸っていた秋型の1 c?'を採集した。

3- X -1987, 1 c?' 南 設 楽 郡 作 手 村白鳥

安城市作手高原野外セ ‘ノク ー

．

末筆ですが， 発表を勧めてくださった岡崎市

立葵中学校の杉坂美典先生に感謝します。

クロコノマチョウ

豊川市の蝶

（ミドリシジミ類について）

浅 岡 孝 知

豊川市の蝶については， 特にまとめられたこ

とはないようであり， 文献を見ても欠落が目立

つ。 そこで筆者は少々古い記録であるが， 下記

の種について確認しているので報告する。

1. アカ 、ンジミ Japomica lutea Hewitson

豊川市財賀町観音山 6-VI-1982, 1

c?I. 

平地～低山地にかけて分布するようである

が本地域では記録がないようである。

2. ミドリシジ ミ Neozephyrus taxila

japonicus Murray

豊）1|市平尾町地内 7-VI -1983, 1 c?I. 

本地域の周辺では， 本宮山， 額田町地内で

の記録があるが， 本地域では確認されていな

かった。 幸い2頭確認の内l頭を採集した。
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オオツノトンボについて

浅 岡 孝 知

昨年，報道関係で話題となったオオッノトン
ボProtidricerus japonicus Maclachlanの三河

地方の分布について述べる。
低地～高地に至るまでかなり広範囲に分布す

ることが確認されてきたが ，その個体数は少な
いようである。よく似ていて誤報されるツノト

ソボは， どちらかというと人家周辺～低山地に
かけて分布し，その個体数も多いが，一見して

その差異は明らかで，体長や色彩，翅脈等が異

なる。以下にその分布状況を表す。

筆者記録地
•本宮山 24-VII-1987, lex 同 一行動の宗

川氏の報告もある。
・鳳来寺山 8-Vlll-1987, lex。
・豊川市遠見 山 18-Vlll-1985, lex 最低

地。

既知産地

・豊根村（三沢，黒川，坂宇場）。

以上のように，低地にも分布していることが
わかる。このことにより，山地に生息するとい

う説が崩れる。 今後更に調査が進められて， 明
らかになっていくものと思われる。

〈参考文献〉

豊根村教育委員会(1980)愛知県豊根村の動
物：159.
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